








































　二瓶正夫は、1916（大正 5）年 1 月 2 日、福島県会津若松市で土木技師の父・清と母・八重
の長男として生まれ、波乱に満ちた生涯を送り、2011 年 11 月 22 日に 95 歳で永眠した。著書










　　　　　　　　　　　1942 年 4 月〜1943 年 3 月
　　　　　　　　　　　治安維持法弾圧前後の 1 ヶ年間
　　戦後史　1945 年〜1989 年
　　　第 7 章　戦後第 1 期　富山県　1945〜1953
　　　第 8 章　戦後第 2 期　会津若松市　1953〜1970
　　　第 9 章　戦後第 3 期　会津若松市　1970〜1987
　本書は、A4 版 210 頁の分量で、全 9 章からなるが、そのうち大阪商科大学入学から商大事
件までが 4 章・98 頁、全体の 47％を占めている。その点からみて、本書刊行の意図として、
───────────────────────────────────────────────
　（1）　筆者は以前、関係者からの聞き取りなどをもとに商大事件についてノート的な覚え書きを発表した






　二瓶は、1933（昭和 8）年 3 月石川県立金沢中学校を卒業して、1934 年 4 月に大阪商科大学
に入学し、1940 年に卒業して朝鮮銀行に就職したが、1941 年 12 月同行を退職、翌年 4 月日本
貿易研究所に再就職した。しかし、1943 年 3 月 15 日、貿易研究所における調査・研究活動が
治安維持法に違反するとして検挙され（大阪商大事件、以下、適宜「商大事件」と略す）、未
決のまま敗戦後まで大阪拘置所に勾留された。1945 年 8 月 20 日、あわただしく裁判がなされ、





















　（3）　二瓶は、藤田敬三教授の指導の下に、1940 年 3 月、「福井人絹染色の下請生産形態」という 400 字
詰め原稿用紙 241 枚（その他図表）の卒業論文を提出した。藤田は、二瓶論文の一部を大阪商科大学















































　1943 年 3 月 15 日に貿易研究所から、内田、二瓶、西川昇、小野順造、泉誠一、3 月 30 日に
は白柳夏男が検挙された。ほかに 3 月 15 日には名和統一、汐見弘、3 月 30 日には商科大学学
生木下悦二らが検挙され、5 月 5 日には上林貞治郎、大日本メリヤス製造工業連合会主事で元
商科大学教授藤田敬三の私設助手坂井豊一が検挙され、6 月から翌々年 1 月まで数次にわたり
数十名の商大学生や卒業生が検挙された（11）。
















































































　1943 年 10 月上旬から二瓶に対する予審判事高橋文明の取り調べが始まっていた。予審は、











（14）　吉村の予審終結決定書は大阪地裁に保管されていた。吉村からの筆者の 1975 年 9 月 18 日の聞き
















































































　しかし、予審終了後、裁判は 1 年以上もおこなわれず、ようやく敗戦後の 8 月 20 日におこ
なわれ、高橋のいう「非常に軽い事件」で内田、二瓶、泉に治安維持法第 5 条によりそれぞれ
に懲役 1 年 6 月の判決が下された。二瓶、泉は執行猶予 3 年とされ、内田には執行猶予がつか


























（17）　二瓶正夫氏の長男である二瓶泰夫氏が、2012 年 7 月 17 日、8 月 17 日に電話で筆者に語ったとこ
ろでは、二瓶春子は「高橋判事に会ったのは 1945 年 8 月 9 日前後であった。広島への新型爆弾投下
があった後だった。裁判所の庭では書類の山を焼いていた」と記憶しているとのことである。春子は、
裁判所で高橋判事に「もうすぐあなたたちの時代が来ます」、「アメリカ兵が登ってきます」と言われ
たことを鮮明の覚えているとのことである。
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おわりに
　二瓶らのたたかいは、歴史的にみれば、日本国憲法に示された戦後日本の平和と民主主義を
準備したたたかいであった。二瓶が、大阪商科大学や日本貿易研究所での研鑽、研究を通じて、
排外主義的ナショナリズムが荒れ狂う戦時下でも、歴史の発展方向を見失わず、戦争の行方を
ほぼ見通していたことも付け加えておきたい。それは二瓶の獄中でのたたかいを支えた重要な
主体的要因の一つであった。
　『二瓶自伝』には、大阪商大事件にかかわる記述だけでなく、前述のように、二瓶の思想形
成から商科大学での学生生活と研究活動、就職した朝鮮銀行勤務中の体験など、その歴史認識
の発展にかかわるさまざまな体験や思索に関する記述が含まれている。また、戦後の民主主義
の前進にかかわるさまざまな社会的活動の記述も興味深いものであるが、本稿では主に商大事
件に限ってとりあげたことをあらためて断わっておく。
【資料　内田穣吉・二瓶正夫・泉誠一に対する大阪地裁判決】
　　　　　判　　決
　本籍　　福井県今立郡岡本村岩本第十三号四番地
　住居　　兵庫県芦屋市松浜町五十二番地　坂薫方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　田　穣　吉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治四十五年一月二日生
　本籍　　福島県若松市栄町十八番地
　住居　　富山市山王町三十一番地　二瓶清方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　瓶　正　夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正五年一月二日生
　本籍　　大阪市東住吉区山坂町三丁目百五番地
　住居　　大阪府布施市柏田外島千八十六番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉　　　誠　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正九年四月十日生
右ノ者等ニ対スル各治安維持法違反被告事件ニ付当裁判所ハ検事伏見禮次郎関与ノ上審理ヲ
遂ケ判決スルコト左ノ如シ
　　　　　主　　文
　　　被告人等ヲ夫々懲役一年六月ニ処ス
　　　被告人内田穣吉ニ対シ未決勾留日数中右本刑ニ相当スル部分ヲ右本刑ニ算入ス
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　　　被告人二瓶正夫同泉誠一ニ対シ各三年間右刑ノ執行ヲ猶予ス
　　　　　理　　由
被告人内田穣吉ハ福井県立武生中学校ヲ卒業後昭和五年三月和歌山高等商業学校ニ入学シ昭和
九年三月同校ヲ卒業シ同年六月大阪毎日新聞社ニ入社シ経済部記者トナリ昭和十二年春同社エ
コノミスト編輯部記者ニ転シ昭和十三年十一月同社ヲ退キ昭和十六年七月大阪市北区堂島浜通
二丁目大阪商工会議所内（昭和十六年十二月以降同区宗是町一番地大阪ビルディング内ニ移転）
財団法人日本貿易振興協会日本貿易研究所ニ入所シ同研究所産業部ニ勤務シ居リタルモノナル
カ右和歌山高等商業学校在学中学友ノ感化並左翼文献繙読ノ影響等ニヨリ昭和六年八月頃ヨリ
共産主義ノ正当性ヲ信奉スルニ至リ之カ運動ニ従事シタル為昭和七年二月及昭和八年九月ノ二
回ニ亘リ和歌山地方裁判所検事局ニ於テ治安維持法違反ノ罪ニヨリ起訴猶予処分ヲ受ケ更ニ大
阪毎日新聞社ニ在勤中同社発行雑誌エコノミスト誌上ニ「半封建論争物語」ト題シ日本資本主
義ニ関スル所謂講座派ノ見解ヲ支持セル論文ヲ執筆発表シ更ニ之ニ一部加筆シ同様内容ノ「日
本資本主義論争」ト題スル論著ヲ出版セルコト等ノ為三度検挙セラレ昭和十五年十二月二十六
日大阪地方裁判所ニ於テ前同罪ニヨリ懲役二年但シ三年間執行猶予ノ判決言渡ヲ受ケタルニ拘
ラス依然共産主義ニ対スル信念ヲ変ヘス之カ正当性ヲ信奉シ居タルモノ
被告人二瓶正夫ハ石川県立金沢中学校ヲ卒業後大阪商科大学予科ヲ経テ昭和十五年五月同大学
学部ヲ卒業シ直チニ朝鮮銀行ニ入社シ同行京城本店及名古屋支店ニ勤務シ昭和十七年二月同銀
行ヲ退職シ同年三月前記日本貿易研究所ニ入所シ同所産業部ニ勤務シ居リタルモノナルカ右大
学予科在学中河合栄次郎ノ自由主義思想ノ影響ヲ受ケ其ノ諸著ヲ渉猟繙読中漸次マルクス主義
ニ関心ヲ抱キ昭和十二年右大学学部ニ進学セル頃ヨリカウツキー著「資本論解説」ミーチン著
「唯物弁証法」マルクス著「資本論」レーニン著「ロシヤニ於ケル資本主義ノ発展」山田盛太
郎著「日本資本主義分析」等ノ左翼文献ヲ繙読シ其ノ影響ニヨリ共産主義ノ正当性ヲ信奉スル
ニ至リタルモノ
被告人泉誠一ハ（中略）
ナルトコロ何レモ其ノ信奉セル共産主義カ革命的手段ニヨリ我国体ヲ変革シ私有財産制度ヲ転
覆シプロレタリアートノ独裁ヲ経テ共産主義社会ノ実現ヲ目的トスルモノナルコトヲ知悉シナ
カラ其ノ目的達成ニ資センコトヲ企テ
第一被告人内田穣吉ハ
（イ）前記日本貿易研究所資料課雇員三木敬司カ日本主義哲学ニ傾倒セルコトヲ知リ同人ヲマ
ルクス主義哲学ニ指導転換セシムル為昭和十七年七月頃二回ニ亘リ同研究所ニ於テ同人ニ対
シ唯物弁証法解明ノ一階梯トシテ弁証法的思考方法ノ解説ヲ為シ以テ同人ヲ共産主義的ニ指
導啓蒙シ
（ロ）昭和十七年十月頃二回ニ亘リ右貿易研究所ニ於テ大阪商科大学々生山崎隆三ニ対シ寺島
一夫執筆「蓄積論ノ視角ニ於ケル現代日本」ト題シマルクス経済学ノ立場ヨリ日本経済ニ於
ケル再生産問題ヲ取扱ヒタル論文ヲ連載セル左翼雑誌経済評論三部（内合本二部）ヲ貸与シ
大阪市立大学史紀要　第 5 号（2012年）30
山崎ヲシテ該論文ヲ閲読セシメ
（ハ）昭和十七年十二月八日頃大阪市東区高麗橋料理店鶴よしニ於テ前記貿易研究所東京調査
部長宇野弘蔵大阪商科大学助教授上林貞治郎ヲ中心トシ二瓶正夫泉誠一外産業部員数名ト会
合シ其ノ席上ニ於テブラシ工業ノ生産形態トブラシ業者ノ性質ノ問題ニ関連シブラシ問屋ノ
収得スル利潤カ近代的ナル産業利潤ナリヤ非近代的ナル半封建的商業利潤ナリヤノ点ガ話題
トナリタル際右利潤ハ半封建的ナル商業利潤ニシテブラシ貿易商タル三井物産会社ノ如キモ
半封建的商業利潤ヲ収得スルモノナルヲ以テ半封建性ヲ有スル旨共産主義的観点ヨリ論断シ
以テ一般的ニ日本資本主義ニ於ケル半封建性ノ残存ヲ主張スル所謂講座派理論ノ正当性ヲ示
唆シ相互ノ共産主義的意識ノ昂揚ニ資シ
第二被告人二瓶正夫ハ
（イ）昭和十七年五月頃ヨリ同年十月頃迄ノ間前記日本貿易研究所ニ於テ同研究所女事務員進
藤定子ニ対シオストロフスキー著「鋼鉄ハ如何ニシテ鍛ヘラレタカ」スメドレー著「第八路
軍従軍記」等ノ左翼文献ヲ貸与閲読セシメ
（ロ）同年九月頃同所ニ於テ同研究所女事務員吉田那可子ニ対シ羽仁五郎著「転形期ノ歴史学」
ナル左翼文献ヲ貸与シ之カ閲読方ヲ慫慂シ
（ハ）同年十月頃同所ニ於同研究所女事務員瀬戸某ニ対シオストロフスキー著「嵐ニ生レ出ヅ
ルモノ」ナル左翼文献ヲ貸与閲読セシメ
（ニ）同年十月頃同所ニ於テ前記三木敬司ニ対シレーニン著「国家論」ミーチン著「史的唯物論」
等ノ左翼文献ヲ貸与閲読セシメ
（ホ）昭和十七年十月頃前記産業部カブラシ精毛工業ノ実態調査ヲ為スニ当リ泉誠一ト共ニ同
工業ノ生産費ノ調査ヲ担当スルヤ其ノ頃右研究所ニ於テ同人ニ対シブラシ精毛工業其ノ他一
般雑品小工業ノ実態調査ニ於テハ調査ノ基本的視角ヲ生産力ト生産関係ノ相克ニ置クヘキコ
ト並ニ労働力給源トシテノ農村トノ関連ニ於テ調査スヘキコト等マルクス主義立場ヨリ調査
ノ方法ニ関シ種々ノ指示ヲ与ヘ又同月ヨリ昭和十八年一月頃迄ノ間右研究所其ノ他大阪市内
ニ於テ屡々同人ニ対シマルクス主義的観点ヨリ演劇文学等ノ批判ヲ行ヒマルクスエンゲルス
レーニン等ノ著作特ニマルクス資本論ノ体系的研究ノ必要ヲ強調スルト共ニ之カ閲読方ヲ慫
慂シ或ハ共産主義者トシテ執ルヘキ日常ノ態度又ハ他人ニ対スル指導啓蒙ニ関シ指針ヲ与ヘ
タル外蔵原惟人著「芸術論」小林多喜二著「工場細胞」ゴリギー著「母」スメドレー著「女
一人大地ヲユク」ショロホフ著「開カレタ処女地」等ノ左翼文献ヲ貸与シテ之カ閲読方ヲ慫
慂シ以テ同人ヲ共産主義的ニ指導啓蒙シ
第三、被告人二瓶正夫同泉誠一ハ昭和十八年三月六日頃小野順造外数名ノ産業部員ト大阪市東
区道修町二丁目十四番地ナル同人方ニ会合シブラシ製造家カ問屋制家内工業ノ頂点トシテノ問
屋ナリヤ又ハ単ナル仲介人ナリヤノ問題ヲ中心トシマルクス著「資本論」レーニン著「ロシア
ニ於ル資本主義ノ発展」等ノ左翼文献ニ依拠シテマルクス主義的観点ヨリ論議ヲ重ネ以テ相互
ニ共産主義的意識ノ昂揚ニ資シ
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第四、被告人泉誠一ハ（中略）
タル等諸般ノ活動ヲ為シ以テ夫々国体変革ノ目的ヲ以テ其ノ目的遂行ノ為ニスル行為ヲ為シタ
ルモノナリ
証拠ヲ按スルニ
判示冒頭掲記ノ事実ハ被告人等ノ当公廷ニ於ケル各自関係部分ニ照応スル供述ニヨリ（中略）
判示第二ノ各事実ハ被告人二瓶正夫ノ当公廷ニ於ケル供述ニヨリ
判示第三ノ事実ハ被告人二瓶正夫同泉誠一ノ当公廷ニ於ケル各供述ニヨリ
（中略）
各之ヲ認定ス
法律ニ照スニ被告人等ノ判示所為ハ各治安維持法第五条第一条ニ該当スルヲ以テ被告人等ヲ
夫々懲役一年六月ニ処スヘク　被告人内田穣吉ニ対シ刑法第二十一条ニヨリ未決勾留日数中右
本刑ニ相当スル部分ヲ右本刑ニ算入シ被告人二瓶正夫同泉誠一ノ両名ニ対シテハ同法第二十五
条ヲ適用シ何レモ三年間右刑ノ執行ヲ猶予スヘキモノトス
尚本件公訴事実中
第一、被告人内田穣吉ハ
（イ）前記日本貿易振興協会カ商工省貿易局ヨリ我国ブラシ工業ノ実態調査ヲ依嘱セラレ前記
貿易研究所産業部ニ於テ該調査ヲ担当スルコトトナリ被告人カ右調査ノ主任ヲ命セラルルヤ
之カ実態調査ニ藉口シ共産主義的観点ヨリ日本資本主義機構内ニ存スル所謂封建的遺制ガ現
段階ニ於ケル我国中小工業ノ生産機構ヲ制約セルコトヲ論断シツツ該調査及其ノ成果執筆ノ
過程ヲ通シテ右産業部員ノマルクス主義理論ノ向上発展ニ資セシメ更ニ該調査ノ成果発表ニ
依リ一般大衆特ニ知識層ニ対シ共産主義思想ノ浸透ニ努ムルト共ニ将来ニ於ケル共産主義運
動ノ戦略決定ニ寄与セシメ以テ漸次共産主義革命ノ客観的主体的条件ヲ醸成シ窮極ニ於テ我
国体ヲ変革シ私有財産制度ヲ否認スル共産主義社会ヲ実現スベキ意図ノ下ニ昭和十六年頃ヨ
リ昭和十七年十月頃迄ノ間古畑義和小野順造西川昇二瓶正夫及泉誠一ヲ順次同部ニ糾合シ該
期間右部員ト共ニ屡々大阪府下ノブラシ業者数十名ニ付主トシテ其ノ生産機構ノ実態調査ヲ
為シタル上貿易研究所編著日本貿易産業叢書第一輯「輸出ブラシ工業」上巻ニ「貿易産業ト
シテノブラシ工業ノ性格」及同「発展
ママ
史」ヲ又同叢書第二輯「輸出ブラシ工業」中巻ニ「化
粧ブラシ工業ノ生産形態」ヲ執筆シタル外同部員ノ右実態調査ヲ指導統轄スルト共ニ同部員
カ各其ノ調査ノ成果ヲ執筆シタル原稿ヲ編輯シテ右第一輯及第二輯各一千部ヲ公刊シ
（ロ）昭和十六年十月頃ヨリ昭和十八年三月十五日頃迄ノ間右貿易研究所等ニ於テ屢々二瓶正
夫等同部員ニ対シマルクス経済学的観点ヨリ我国ブラシ工業ノ生産形態カ原則トシテ問屋制
家内工業ノ形態ヲ採レル事実及該工業ニ於ケル低廉ナル労賃ハ日本資本主義機構内ニ存スル
所謂封建的遺制ノ制約ニ依ルモノナルコト等ヲ指摘指導スルト共ニ同人等ニ対シアズベガウ
ス著「経済学方法論ノ基礎」ルビンシュタイン著「技術ニ関スル書」等ノ左翼文献ヲ貸与閲
読セシメテ其ノマルクス理論ノ向上ニ努メ
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（ハ）右期間貿易研究所ニ於テ小野順造等同部員数名ニ対シ現時局下ニ於ケル共産主義者ノ態
度ニ関シ屢々指針ヲ与ヘタル外昭和十八年二月二十日頃同所ニ於テ同部員ノ共産主義意識ノ
昂揚ニ資セシムル目的ヲ以テ産業部左翼文庫ノ開設ニ関シ同部員等ト協議ヲ遂ゲ
（ニ）昭和十八年五月九日頃大阪市東区平野町五丁目ガスビル内学士会館ニ於テ右貿易研究所
ト大阪商科大学工業研究会トノ討論会ニ於テマルクス経済学的観点ヨリブラシ工業ニ於ケル
「製造家」ノ性格ニ付意見ヲ開陳シ同研究会員木下悦二等ノ共産主義的啓蒙ニ努メ
第二、被告人二瓶正夫ハ
（イ）右貿易研究所産業部ニ配属セラルルヤ前記内田同様ノ意図ノ下ニ同部内田穣吉外数名ノ
部員ト共ニ我国輸出ブラシ工業並ニ精毛工業ノ実態調査ヲ担当シ昭和十七年三月下旬ヨリ昭
和十八年三月十五日頃迄ノ間数十回ニ亘リ大阪府下ノブラシ業者ニ就キ同工業ノ生産機構等
ニ関スル調査ヲ遂ケタル上該調査ノ成果ヲ執筆シ其ノ一部ヲ前記「輸出ブラシ工業」中巻ニ
掲載シタル外貿易産業部会又ハ同部ト大阪商科大学工業研究会トノ討論会等ニ於テ輸出ブラ
シ工業ノ生産機構等ニ関スル理論的意見ノ開陳並討議ヲ為シ又同部員各自ノマルクス主義経
済学理論ノ向上発展ヲ図ル方策ニ関シ協議シ
（ロ）南満州鉄道株式会社調査部員狭間源三ヨリ泉州地方ニ於ケル機業ノ大陸移駐ヲ阻止セル
原因トシテ同企業ヲ制約セル所謂封建的遺制ノ内容ノ調査ヲ依嘱セラルルヤ前記同様ノ意図
ノ下ニ昭和十七年九月中数回ニ亘リ岸和田市並其ノ付近ニ於ケル業者ニ就キ同機業ノ史的発
展ニ関スル調査ヲ為シ
第三、被告人泉誠一ハ（中略）
タリトノ点ニ付キテハ何レモ犯罪ノ証明ナキモ右ハ夫々前掲認定事実ト一罪ノ関係アリトシテ
起訴セラレタルモノト認ムルヲ以テ特ニ主文ニ於テ無罪ノ言渡ヲ為サス
仍テ主文ノ如ク判決ス
　　昭和二十年八月二十日
　　　　　　大阪地方裁判所第三刑事部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裁判長判事　　今　谷　健　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　判事　　平　田　武　之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　判事　　菊　谷　俵太郎　
　　　　　　　　　　　　　　　　（ひろかわ　ただひで・大阪市立大学名誉教授）
